
　
七
月
二
十
四
日
　
日
曜
日

　
六
時
半
起
床
。
荷
づ
く
り
、
書
類
整
理
。
お
茶
を
飲
ん
で
八
時
前
発
。
羽

田
へ
向
か
う
。
日
曜
の
朝
の
電
車
は
人
も
少
な
く
、
さ
わ
や
か
な
密
度
だ
。

二
〇
五
〇
年
は
平
日
で
も
こ
れ
位
の
人
の
密
度
に
な
っ
て
い
る
の
か
な
。
九

時
三
五
分
羽
田
空
港
　
番
ゲ
ー
ト
着
。
空
港
に
は
子
供
が
溢
れ
て
い
る
。
夏

休
み
に
な
っ
た
ん
だ
。
十
時
半
羽
田
発
。
十
二
時
十
五
分
福
岡
空
港
着
。
Ｏ

さ
ん
と
空
港
内
で
昼
食
。
竹
内
土
建
、
蔭
久
氏
と
合
流
し
田
辺
木
材
店
へ
。

棟
梁
と
打
ち
合
わ
せ
。
木
を
見
る
。
キ
チ
ン
と
し
た
仕
事
を
し
て
い
て
、
ホ

ッ
と
す
る
。
十
五
時
四
〇
分
迄
。
暑
い
。
浄
水
の
現
場
チ
ェ
ッ
ク
。
上
棟
は

二
週
間
ほ
ど
遅
れ
そ
う
だ
。
基
礎
、
及
び
地
盤
改
良
は
土
建
屋
さ
ん
だ
け
あ

っ
て
良
い
仕
事
で
あ
る
。
隣
の
竹
中
工
務
店
の
マ
ン
シ
ョ
ン
も
程
良
い
距
離

で
建
ち
上
が
り
つ
つ
あ
り
、
Ｏ
邸
へ
の
圧
迫
感
等
心
配
し
て
い
た
程
の
事
は

な
い
。
都
市
内
居
住
は
色
々
と
ガ
マ
ン
し
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
の
だ
か
ら
。

大
都
市
の
只
中
に
住
む
事
と
は
そ
う
い
う
事
、
お
互
い
の
ガ
マ
ン
の
調
整
な

の
だ
。
十
六
時
半
、
現
場
近
く
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
　
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。
一
息
つ
く
。
十
七
時
前
ロ
ビ
ー
で
Ｏ
さ
ん
と
打
合
わ
せ
。

十
八
時
半
現
場
で
植
木
屋
さ
ん
と
打
合
わ
せ
。
マ
ア
、
の
ん
び
り
ゆ
こ
う
や

と
い
う
事
に
な
る
、
。
十
九
時
半
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｎ
Ｅ
Ｗ
　
Ｏ
Ｈ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｉ
、

地
下
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
カ
ン
サ
イ
社
長
Ｏ
氏
と
打
ち
合
わ
せ
、
会
食
。
二
十

一
時
二
〇
分
迄
。
二
十
一
時
半
過
Ｋ
Ｋ
Ｒ
　
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
に
戻
る
。
お
い
し

い
モ
ノ
を
程
々
に
食
べ
て
、
腹
一
杯
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ

位
が
良
い
。
考
え
て
み
れ
ば
食
生
活
に
関
し
て
は
、
ひ
ど
い
世
界
の
住
人
で

あ
っ
た
の
が
、
今
は
良
く
わ
か
る
な
。
要
す
る
に
腹
も
肝
臓
も
六
分
目
が
一

番
Ｍ
Ａ
Ｘ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｍ
な
の
で
あ
る
。

　
明
日
は
北
京
Ｐ
の
Ｋ
オ
ー
ナ
ー
が
東
京
に
来
て
、
大
ヅ
メ
の
峠
だ
。
私
と

し
て
も
、
打
ち
網
を
た
ぐ
り
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
間
の
、
つ
ま

り
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
イ
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
顛
末
は
、
十
月
か
ら
の

工
作
社
刊
「
室
内
」
に
書
く
予
定
だ
。
二
〇
〇
八
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
二
十
一
世
紀
初
頭
の
世
界
史
の
分
水
嶺
で
あ
る
。
二
十
一
世
紀
は
二
〇
〇

一
年
、
九
・
一
一
で
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
大
き
く
眺
め
れ
ば
、
や
は
り

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
大
き
な
節
目
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
に
対
す

る
力
は
中
国
に
あ
る
。
建
築
世
界
の
未
来
も
、
何
も
か
も
、
ア
メ
リ
カ
と
中

国
の
不
安
定
な
バ
ラ
ン
ス
の
中
に
し
か
描
き
得
な
い
の
だ
。
少
々
、
疲
れ
た

の
で
、
休
む
と
し
よ
う
、
二
十
三
時
十
五
分
、
眠
ろ
う
と
す
る
。

-457-

 56 

世
田
谷
村
日
記

石
山
修
武


